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研究成果の概要（和文）：日常生活で人が対象に対し、魅力のような高次印象の判断や評価を連続的に行う際に
は、個々の判断は過去に行なった判断に近づくように変容する。本研究では、これらの判断におけるバイアス効
果の生起メカニズムについて検討することを目的とした。研究の結果、顔の魅力の知覚が過去に知覚した顔の魅
力に近づくことを示し、高次印象の判断におけるバイアス効果が、知覚のような低次レベルにおいても生じてい
ることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：When we make subjective decisions for sequentially presented items, each 
decision assimilates toward the decision for the preceding trial. In this study, we found that the 
bias effect occurs not only at the judgment level but also at the perception level.

研究分野： 認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
判断におけるバイアス効果は実社会場面においても生じており、様々な場面で正確な判断や適切な選定ができな
くなる弊害を生じることが示唆されている。本研究は刺激の高次印象の判断に対するバイアス効果が、知覚レベ
ルにおいても生じることを初めて明らかにしたが、これらの成果は実社会場面におけるバイアス効果を除去する
上で、知覚や判断といった各処理レベルのバイアス効果がどのように影響しているかに関する基礎的知見を提供
すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
私たちは日常生活において様々な判断や評価を連続的に行っているが、個々の判断は主観的

には独立に行っているつもりでも、実際には過去に行った判断の影響を受けて変容する。この
判断バイアスは系列効果と呼ばれ、光の明るさや音の大きさなど知覚特性の評価（Jesteadt, et al., 
1977; DeCarlo & Cross, 1990）のみならず、他者の魅力評価（Kondo, et al., 2012）や競技審査
（Damisch, et al., 2006）、課題の採点（Attali, 2011）といった社会場面での判断など、高次の意
思決定場面においても生じる非常にロバストな現象である。しかしながらこの判断バイアスは、
今現在の対象に対してのみ判断を行っているという私たちの直感と大きく異なるため顕在化さ
れにくい。そのため、意思決定における判断バイアスの客観的検証は、知覚から価値判断にわ
たる人間の意思決定プロセスの根本的機能を解明する上で重要なばかりでなく、日常生活に存
在するさまざまな判断バイアスによる弊害を解消する上で特に重要である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、実社会場面におけるバイアス効果を除去する上で重要な基礎的知見として、知覚

や判断といった各処理レベルのバイアス効果がどのように生じるかを明らかにすることを目標
とし、下記 2つの研究を行った。 
(１) 布の質感を表す擬態語と高級感印象の関連性 
我々が対象の質感や価値を表現する場合には、「ツヤツヤ」「テカテカ」など擬態語による表

現がしばしば用いられる。しかしながら、これらの質感を表現する擬態語が判断バイアスによ
りどのように影響を受けるかについては明らかになっていない。そこで本研究は、質感を表す
擬態語の評価に判断バイアスが与える影響を明らかにすることを目標とし、その前段階として、
光沢のある布織物を用い、布の質感を表す擬態語と、高級感印象や布の物性値との関連性を明
らかにすることを目的とした。 
(２) 顔魅力の知覚における系列依存性* 
研究代表者は以前の研究で、顔の魅力といった高次印象の判断が直前試行の判断へ同化する

ことを示した（Kondo et al., 2012）。さらに、これらの直前試行への同化効果は、現在の試行と
直前試行の顔刺激が同性の場合にのみ生じ、異性の場合には生じないという性別カテゴリの影
響があることを明らかにした（Kondo, et al., 2013）。一方で最近の研究では、直前試行への同化
効果は判断や意思決定より前の知覚レベルでも生じることが示されており（系列依存性: Fischer 
& Whitney, 2014）、例えば人の顔の見えは、前の試行で示された顔に同化することが報告されて
いる（Liberman et al., 2014）。しかしながら、顔の魅力といった高次印象についても、知覚レベ
ルで直前試行への同化効果が生じているかについては明らかになっていない。そこで本研究は、
調整法によって知覚した顔を報告させる課題を行うことにより、顔の魅力の知覚においても直
前試行への同化効果が生じるかを検討することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 (１) 布の質感を表す擬態語と高級感印象の関連性 
異なる光沢感を持つ黒色のポリエステル織物 14 枚を試料として用い、官能評価と物性値の

測定を行った。官能評価では、30 名の男女（男性 15 名、年齢 19-26 歳）が実験に参加し、14
枚の試料が実験参加者ごとにランダムな順で提示された。実験参加者は暗室内の D65照明下で
球体（周囲 40cm）にかぶせた布（図 1）を 57cmの視距離で観察し、「高級感」「光沢感」「好き」
に関する印象と、光沢を表す 7 個の擬態語（「ツルツル」「ギラギラ」「テカテカ」「ピカピカ」
「ツヤツヤ」「テロテロ」「キラキラ」）の印象を視感のみで評価し、7件法で回答した。布の物
性値は KESシステム（Kawabata, 1980）を用いて計測した。 
評価項目間の相関関係を表 1に示す。光沢感の印象評価はすべての擬態語と有意な正の相関

を示した一方で、高級感の印象評価は「好き」の印象評価や（r=.62, p<.05）、擬態語「ツヤツ
ヤ」「ツルツル」「テロテロ」の評価と有意な正の相関を示し（ツヤツヤ：r=.77, p<.01; ツルツ
ル: r=.70, p<.05; テロテロ: r=.69, p<.05）、「ツヤツヤ」「ツルツル」「テロテロ」の擬態語には、表
面特性だけでなく、高級感など質の違いの表現が含まれることが示唆された。さらに、高級感・
光沢感の印象と布の物性値との相関関係を検討したところ、高級感印象は布の厚さ、経方向の
表面粗さの平均偏差（SMD）との間に負の相関、緯方向の曲げ剛性（B）、緯方向の曲げヒステ
リシス（2HB）との間に負の相関傾向を示し（厚さ: r=-.68, p<.05; SMD: r=-.67, p<.05; B: r=-.59, 
p<.10; 2HB: r=-.56, p<.10）、布が薄いほど、布表面の凹凸が少ないほど、曲げやすく回復性が良
い布ほど高級感印象が高いことが示された。一方で、光沢感印象は緯方向の糸密度と有意な負
の相関を示し（r=.65, p<.01）、糸間の隙間が少ないほど光沢感印象が高いことが示された。 



 
 
 
 
 

 
 
 

 
(２) 顔魅力の知覚における系列依存性 
実験では顔の魅力印象を定量的に操作するため、顔魅力の計算モデル（Nakamura & Watanabe, 

2019）を用いて、二つの異なる女性顔から魅力レベルが異なる 9つの顔画像をそれぞれ生成し
た（図 2上）。実験では試行ごとに、ランダムに選択されたターゲット顔が呈示され（750ms）、
マスク刺激（1000ms）と注視点（250ms）が後続した後に、ターゲット顔と同一人物で、魅力
度が同じまたは異なるテスト顔刺激が呈示された。テスト顔刺激は実験参加者のキー押しに伴
い魅力度次元に沿って変化したが、実験参加者はターゲット顔の変化次元については知らされ
ず、単にターゲット顔と同一になるようにテスト顔刺激を調整するよう教示された。全試行数
は 92試行で、20名の男女（男性 10名、平均年齢 21.2歳、SD = 1.7）が実験に参加した。 
実験データの分析ではまず、直前試行へ同化効果する効果が人物の同一性に依存するか検討

するため、現在の試行と直前試行のターゲット顔が同一人物か異なる人物かによってデータを
二分した。その上で、現在のターゲット顔の魅力の見えが、直前試行で呈示されたターゲット
顔の魅力に同化するか検討するため、n 試行目において実験参加者が調整したテスト顔の魅力
度を従属変数、n 試行目と n-1 試行目のターゲット顔の魅力度を独立変数とする重回帰分析を
行なった。その結果、現在の試行のターゲット
顔が直前試行のターゲット顔と同じ顔から生成
された場合には、現在試行で調整されたテスト
顔は直前のターゲット顔の魅力度に同化するこ
とが示された（t(19)=59.4, p<.001）。一方でこの
直前試行の顔魅力への同化効果は、現在の試行
と直前の試行でターゲット顔が異なる顔から生
成された場合には見られなかった（t(19) = 4.96, 
n.s.）（図 2下）。実験参加者は単に顔のマッチン
グを行っていたにも関わらず、現在の試行で調
整された顔の魅力度が直前試行の顔の魅力度に
同化したことから、顔の魅力の系列依存性は知
覚レベルで生じており、その効果は直前と現在
の顔刺激の同一性に依存することが示唆された。 

 
４．研究成果 
判断におけるバイアス効果は実社会場面においても生じており、様々な場面で正確な判断や

適切な選定ができなくなる弊害を生じることが示唆されている。本研究は刺激の高次印象の判
断に対するバイアス効果が、知覚レベルにおいても生じることを初めて明らかにしたが、これ
らの成果は実社会場面におけるバイアス効果を除去する上で、知覚や判断といった各処理レベ
ルのバイアス効果がどのように影響しているかに関する基礎的知見を提供すると考えられる。 
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図 2  顔魅力の知覚における系列依存性 

表 1  評価項目間の相関関係 (数値は r値を示す) 

図 1  試料の提示方法 
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